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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに                                                                            

この度は、遠赤外線プリヒーター｢ＰＨＮシリーズ｣をお求め頂き、誠にありがとうござ

います。 

本製品をご使用になる前に（安全上のご注意）を良くお読みの上、正しくお使いください。 

本書は、お読みになった後も大切に保管してください。 

 

２．２．２．２．使用使用使用使用上の注意上の注意上の注意上の注意                                                                

 

 本器を安全に正しくご使用頂くために、下記事項を必ず守って下さい。 

① 運転中および電源切断後の本体やヒーター表面、又は加熱された部品等は高温になっております。 

やけど等なさらぬよう取扱いには十分ご注意願います。 

 ②本器はアース付き製品ですので、必ず電源アースを使用してご使用下さい。 

 ③湿気の多い場所、直射日光の当たる場所、ほこりが多い場所等に置かないで下さい。 

 ④電源コードを抜き差しする際には必ず、電源プラグを持って下さい。 

 ⑤本器を使用しない時は、コンセントから電源コードを外して下さい。 

 ⑥交換部品は、必ず純正部品をご使用下さい。 

 ＊純正部品以外の部品を使用しますと性能低下、故障の原因となりますので注意して下さい。 

 ＊純正部品以外の部品交換、改造をされた場合、保証対象となりませんのでご注意願います。 

 ⑦ヒューズ交換等、電機部品の交換作業をする際には、必ず電源コードをコンセントから外してから 

行って下さい。 

 ⑧可燃物、薬品、スプレー缶、その他危険と思われる物は絶対に加熱しないで下さい。 

⑨本器は横置きでご使用いただきますよう設計されております。縦置きや加熱面を下向きでのご使用は 

故障や事故の原因となります。 

 ⑩ヒーターはセラミック製ですので、衝撃や加重により破損する事があります。 

  過度の衝撃や振動を与えませんようご注意願います。  

  ⑪カーテン等燃えやすいもののそばでは使用しないで下さい。火災が発生する恐れがあります。 
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３．主な特徴３．主な特徴３．主な特徴３．主な特徴                                                                        

 

・ 遠赤外線ヒーターにより、ＰＣＢ全体を均一に加熱する事が出来ます。 

・ 設定温度により、基板の昇温特性も調整する事が出来ます。 

 

４．４．４．４．各部の名称各部の名称各部の名称各部の名称                                                                    

 

  ＰＨＮ－ＰＨＮ－ＰＨＮ－ＰＨＮ－３０４０３０４０３０４０３０４０    

 

   

 

 

 

    

ＰＨＮ－４５４５ＰＨＮ－４５４５ＰＨＮ－４５４５ＰＨＮ－４５４５    
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５５５５．．．．コントローラーコントローラーコントローラーコントローラー操作操作操作操作方法方法方法方法                                            

各部の名称各部の名称各部の名称各部の名称    

 

①①①①    ＰＶ表示部ＰＶ表示部ＰＶ表示部ＰＶ表示部    

②②②②    ＳＶ表示部ＳＶ表示部ＳＶ表示部ＳＶ表示部    

③③③③    モードキーモードキーモードキーモードキー    

④④④④    ＡＴキーＡＴキーＡＴキーＡＴキー    

⑤⑤⑤⑤    アップキーアップキーアップキーアップキー    

⑥⑥⑥⑥    ダウンキーダウンキーダウンキーダウンキー    

⑦⑦⑦⑦    ＯＵＴ表示ＯＵＴ表示ＯＵＴ表示ＯＵＴ表示    

①ＰＶ表示部  ：ヒーター温度表示／キャラクター表示 

②ＳＶ表示部  ：設定温度表示／各パラメータ値表示 

③モードキー  ：画面の切替 

④ＡＴキー   ：オートチューニングの起動と停止 

⑤アップキー  ：設定値入力変更(＋方向) 

⑥ダウンキー  ：設定値入力変更(－方向) 

⑦ＯＵＴ表示  ：ヒーター出力ＯＮ時に点灯します 

５－１ 温度設定方法 

    「△」キー又は「▽」キーを押し、ＳＶ表示部に設定値を入力します。 

＊ 出荷時設定 １８０℃ 

５－２ オートチューニング(ＰＩＤ定数の自動設定)起動方法 

    「ＡＴ」キーを短く(長押しは起動しない事があります)押します。 

     起動と同時にＳＶ表示部に「」と設定温度が交互に表示されます。 

     オートチューニングが終了すると、自動的に運転モードに復帰します。 

＊ 出荷時は設定温度１８０℃にてオートチューニング済みです。 

 

 

 

 

AT中は交互に点灯 
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５－３ 温度補正(コントローラーの表示温度と基準温度計の差分補正)の方法 

「ＭＯＤＥ」キーを１回押して、ＰＶ表示部に「」を表示させます。 

 

 

 

「△」キー又は「▽」キーにて補正分を入力します。 

「ＭＯＤＥ」キーを５回押して、運転モードに戻ります。 

 ＊基準温度計に対し、コントローラーの表示温度が１０℃高い時、 

  －１０を入力します。 

５－４ コントローラー全キャラクターについて 

    運転モードから「ＭＯＤＥ」キーを押すと下記キャラクターが表示されます。 

 

１回押し 

 

温度補正入力モード 

 

 

２回押し 

 

比例帯値の入力モード 

(オートチューニングで自動算出されますので

入力の必要はありません) 

 

３回押し 

 

積分時間の入力モード 

(オートチューニングで自動算出されますので

入力の必要はありません) 

 

４回押し 

 

微分時間の入力モード 

(オートチューニングで自動算出されますので

入力の必要はありません) 

 

５回押し 

 

積分動作範囲入力モード 

オーバーシュートの抑制。 

出荷時設定１００％ 

 

６回押し 

 

運転モードに戻ります。 
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６６６６．装置の清掃．装置の清掃．装置の清掃．装置の清掃                                                                            

本装置の清掃については、下記の要項を参考に実施して下さるようお願い致します。 

６－１ アルミケースの清掃 

① 安全のため、清掃作業の前には装置の電源スイッチを切り、電源プラグを 

     コンセントより抜いて装置を常温程度に冷まして下さい。 

② ステー及びメッシュパネルを装置から取り外して下さい。 

③ アルミ材を腐食させる成分(酸性成分やシンナー等)が含まれた溶剤や 

     洗剤は使用しないで下さい。通常の汚れは中性洗剤やアルコールを 

     ご使用下さい。 

④ アルミ材は柔らかく傷の付きやすい素材ですので、ボタン等の硬い付着物

の無い、柔らかい布、紙等をご使用の上、汚れを除去して下さい。 

６－２ セラミックヒーター部の清掃 

①安全のため、清掃作業の前には装置の電源スイッチを切り、電源プラグを 

     コンセントより抜いて装置を常温程度に冷まして下さい。 

②ステー及びメッシュパネルを装置から取り外して下さい。 

  ③セラミックヒーター(アルミナ)は強い振動や衝撃等により破損しますので 

          作業環境や作業方法をご考慮下さい。(倒れやすい状態等で作業しない) 

④ セラミックヒーター面の通常の汚れは、アルコールをご使用下さい。 

又、頑固な汚れについてはハイテクたわし(樹脂)・アルミナ粒子・砂消し

ゴム等にて除去し、その後アルコールにて仕上て下さい。 

＊注意  ドライバー等の工具や金属類での作業はしないで下さい。 
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７７７７．．．．主な仕様主な仕様主な仕様主な仕様                                                                        

 ＰＨＮ－３０４０ ＰＨＮ－４５４５ 

 

 

 

ヒーター本体 

仕様 

ヒート方式 遠赤外線ヒート方式(セラミック) 

動作周囲温度 ０～４０℃ 

動作周囲湿度 ３５～８５％Ｒｈ 

入力電圧 １００Ｖ(ＡＣ) 

消費電力 １０００Ｗ １４００Ｗ 

ヒューズ容量 １０Ａ ２０Ａ 

温度センサー ０．７５級 ＴＹＰＥ－Ｋ 

表面温度最大 ２００℃ 

本体サイズ ４８５(Ｗ) 

３３０(Ｄ) 

４０(Ｈ) 

５５０(Ｗ) 

４８０(Ｄ) 

６２(Ｈ) 

本体重量 ４．８Ｋｇ １０．０Ｋｇ 

コントローラー 

仕様 

制御方式 ＰＩＤ制御方式 

温度制御範囲 常温～２００℃ 

入力電圧 １００Ｖ(ＡＣ) 

８８８８．．．．保証とアフターサービス保証とアフターサービス保証とアフターサービス保証とアフターサービス                                                                        

８－１ 保証について 

    当社の製品は、厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万が一製造上の 

    不備による故障、あるいは、運送中の事故等による故障を発見されましたら、 

    お買い上げの販売店または、下記の当社営業技術部までご連絡下さい。 

    尚、消耗品を除く保証期間は、ご購入後１年間となります。 

８－２ アフターサービスについて 

    本器をご使用の際、十分な機能、性能が得られない時は、本取り扱い説明書を 

    もう一度ご覧になって下さい。 

    それでも尚、動作がおかしい場合は、お買い上げ頂きました販売店又は、当社

営業部までご連絡下さい。 

 

    当社営業技術部までご連絡下さ 
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